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題字は、厚沢部町認定こども園の ししまい組 細
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 映
え

蓮
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～日本一のブランド「あっさぶメークイン」を守ろう！～

４月　厚沢部町認定こども園「はぜる」開園



　
第
１
回
定
例
会
が
３
月
６
日
か
ら
８
日
、

及
び
11
日
の
４
日
間
開
か
れ
、
新
年
度
予
算

案
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
統
一
地
方
選
挙
を
控

え
、
義
務
的
な
経
費
と
継
続
認
定

さ
れ
た
補
助
事
業
を
主
と
し
た
骨

格
予
算
で
あ
り
、
一
般
会
計
が
38

億
８
２
０
０
万
円
、
特
別
会
計
が

22
億
７
９
６
３
万
１
千
円
の
合
計

61
億
６
１
６
３
万
１
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
政
策
的
な
予
算
は
、
選
挙
後
の

新
町
長
の
も
と
で
補
正
予
算
に
計

上
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
各
会
計
の
新
年
度
予
算
は
「
予

算
審
議
特
別
委
員
会
」
に
付
託
し
、

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
（
審
議
内
容

は
４
、
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
）

　
歳
入
歳
出
２
億
６
９
４
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
51
億
５
２
９

３
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
務
事
業
の
完
了
ま
た
は
所
要

見
込
額
を
勘
案
し
、
増
減
調
整
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
各
会
計
の
補
正
額
は
各
会
計
補

正
予
算
額
一
覧
表
を
参
照
）

問
　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
実
績
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

答
　
３
月
５
日
現
在
で
３
，
１
３

９
万
５
千
円
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
返
礼
品
で
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
や
メ
ロ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等

の
割
合
が
大
き
い
で
す
。
今
後
も

少
し
で
も
多
く
寄
附
を
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

●
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金

 

（
１
億
９
６
４
３
万
６
千
円
）

●
減
債
基
金
積
立
金

 

（
１
億
25
万
９
千
円
）

●
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
積
立
金

 

（
１
０
１
６
万
１
千
円
）

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

繰
出
金 

（
２
４
８
万
４
千
円
）

●
国
保
病
院
事
業
特
別
会
計
繰
出

金 

（
６
０
６
０
万
１
千
円
）

質
疑
応
答

（
要
旨
の
み
）

平
成
31

年
度
当
初
予
算
を
可
決

　
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
当
初
比
17

．
１
％
減
の

38

億
８
２
０
０
万
円

一

般

会

計

　
年
度
　
　

当

初

予

算

31

　
年
度
　
　

補

正

予

算

30

　
３
月
定
例
会
で
は
７
会
計
の
補

正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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条
　

例

人
　

事

　
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
な

ど
２
１
９
１
万
１
千
円
を
追
加

し
、
総
額
６
億
３
４
６
万
４
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

国

保

会

計

　
保
険
事
業
勘
定
は
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
な
ど
５
６
１

万
８
千
円
を
減
額
し
、
総
額
６
億

３
２
６
１
万
２
千
円
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
は
17
万
３
千

円
を
減
額
し
、
総
額
１
５
１
万
３

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
い

て
臨
時
職
員
賃
金
な
ど
１
８
１
１

万
２
千
円
を
減
額
し
、
予
定
額
４

億
９
２
２
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
負
担
金
な
ど
１
２
０
万
２
千

円
を
減
額
し
、
総
額
６
９
１
１
万

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
会
計

国
保
病
院
会
計

後

期

高

齢

者

医

療

会

計

　
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
費
負

担
金
な
ど
１
５
８
２
万
７
千
円
を

減
額
し
、
総
額
４
億
２
２
万
７
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
機
能
強
化
対
策
中
継
ポ
ン
プ
所

設
備
工
事
費
な
ど
46
万
９
千
円
を

減
額
し
、
総
額
２
億
１
３
２
３
万

５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
厚
沢
部
町
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

●
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
厚
沢
部
町
認
定
こ
ど
も
園
条
例

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

●
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

●
厚
沢
部
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
厚
沢
部
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

●
厚
沢
部
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

●
厚
沢
部
町
職
員
の
う
ち
医
師
の

職
に
あ
る
も
の
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

町
道
路
線
の
認
定

　
・
路
線
名
…
椰
子
乃
木
線

　
・
起
終
点
…

　
　
　
自 

緑
町
31
番
地
8
地
先

　
　
　
至 

緑
町
2
番
地
1
地
先

　
・
延
長
…
52.0
ｍ

　
・
幅
員
…
5.5
ｍ

町
道
路
線
の
変
更

●
任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
谷
口
匡
佐

子
さ
ん
（
館
町
）
を
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

簡
易
水
道
会
計

農

業

集

落

排

水

会

計

各会計補正予算額一覧表
区分

会計名
補　正　額 補正後の額

一 般 会 計 ２億６９４万２千円 ５１億５２９３万９千円

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 ２１９１万１千円 ６億３４６万４千円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 △１２０万２千円 　６９１１万１千円

介 護 保 険
事 業 特 別 会 計

保 険 事 業
勘 定

△５６１万８千円 ６億３２６１万２千円

サ ー ビ ス
事 業 勘 定

△１７万３千円 １５１万３千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 △１５８２万７千円 ４億２２万７千円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 △４６万９千円 ２億１３２３万５千円

国 民 健 康 保 険 病 院
事 業 特 別 会 計

収益的収入
及 び 支 出

  △１８１１万２千円 ４億９２２１万円

問
　
学
校
給
食
が
足
り
な
い
と
い

う
意
見
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、
性
別

や
体
格
に
よ
り
差
は
あ
り
ま
し
た

が
、
７
割
以
上
が
「
適
量
」
と
い

う
回
答
で
し
た
。
今
後
も
定
期
的

に
調
査
を
行
い
、
全
体
と
し
て
量

が
少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
れ
ば
再

度
、
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

新旧
区分

路線名 延長

旧
鶉西１号線

３９７０．１ｍ

新 ３９６１．４ｍ

旧
館鶉町線

５７９５．６ｍ

新 ５８１１．７ｍ

旧 館鶉町線（西鶉歩道橋）
※起終点の変更

自　鶉町５１４番地１　地先

新 至　鶉町　６４番地１　地先

旧
鶉西３号線

１５６０．１ｍ

新 １５４３．５ｍ

旧
新町８号線

１１１．２ｍ

新 ９４．６ｍ

旧
新町６号線

１９８．８ｍ

新 ２００．３ｍ

旧
大糠野沢線

２７５８．９ｍ

新 １８１４．０ｍ
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まちづくりに使うお金をチェック

　
平
成
31
年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
審
議
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
３
月
７
日
、

８
日
及
び
11
日
の
３
日
間
審
議
さ
れ
、
各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
特
別
委
員
会
で
交
わ
さ
れ
た
主
な
質
疑
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　
国
営
相
和
地
区
農
地
開
発
事

業
過
年
度
負
担
金
の
予
算
額
が
４

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

積
算
根
拠
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
　
平
成
30
年
度
当
初
予
算
額
は

同
額
で
し
た
が
、
実
績
で
は
３
月

１
日
現
在
で
１
，
８
２
５
万
円
の

納
付
が
あ
り
ま
し
た
。
予
算
で
は

過
大
に
歳
入
を
見
込
ま
ず
、
確
実

に
定
期
納
付
が
見
込
ま
れ
る
額
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
強
い

姿
勢
で
徴
収
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
　
公
営
塾
の
講
師
を
増
や
す
よ

う
で
す
が
、
中
学
３
年
生
以
外
も

塾
の
対
象
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
現
在
、
中
学
１
・
２
年
生
も

対
象
と
と
す
る
予
定
で
す
が
、
実

現
に
向
け
て
要
望
調
査
等
、
運
営

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

問
　
南
部
桧
山
葬
斎
場
運
営
費
負

担
金
が
前
年
度
予
算
の
約
３
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
が
理
由
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

答
　
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
機
械

設
備
の
更
新
に
よ
る
負
担
金
が
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

問
　
新
規
就
農
者
受
入
指
導
農
家

は
何
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
か
。

答
　
現
段
階
で
１
名
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

問
　
町
道
認
定
さ
れ
た
椰
子
乃
木

線
は
今
後
ど
の
よ
う
に
整
備
す
る

予
定
で
す
か
。

答
　
重
点
道
の
駅
整
備
事
業
で
駐

車
場
等
を
含
め
た
調
査
・
設
計
を

行
っ
た
後
、
来
年
度
以
降
整
備
す

る
予
定
で
す
。

問
　
美
和
や
滝
野
の
中
学
生
は
規

定
に
よ
り
、
通
学
バ
ス
を
利
用
で

き
な
い
よ
う
で
す
が
、
規
定
を
見

直
す
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
現
在
の
規
定
は
開
校
準
備
委

員
会
で
保
護
者
や
町
民
等
の
様
々

な
意
見
を
踏
ま
え
、
検
討
し
た
上

で
の
規
定
で
す
。
今
後
、
要
望
等

が
あ
れ
ば
見
直
し
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
学
力
向
上
教
育
用
備
品
の
内

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
　
既
に
厚
沢
部
小
学
校
に
は
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
様
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
各
小
中
学
校
に

導
入
す
る
予
定
で
す
。

問
　
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
町
民
の
意
見
を
真
摯
に
受
け

止
め
た
上
で
、
義
務
教
育
と
し
て

の
よ
り
良
い
環
境
を
与
え
る
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
、
小
中
一
貫
教

育
が
ど
の
よ
う
に
有
効
で
あ
る
か
、

視
察
や
検
証
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

一

般

会

計
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全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
鈴

木
祥
司
議
長
が
町
議
会
議
長
と
し

て
７
年
以
上
及
び
町
議
会
議
員
と

し
て
15
年
以
上
、
ま
た
、
中
山
俊

勝
議
員
が
町
議
会
議
員
と
し
て
27

年
、
山
崎
孝
議
員
、
高
田
一
弥
議

員
が
町
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以

上
に
わ
た
り
地
域
の
振
興
に
貢
献

し
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
、
３

月
定
例
会
の
冒
頭
に
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
自
治
功
労
表
彰

表
　

彰

平成31年度　予算額一覧表

区　分
会計名

平成３１年度当初予算額 平成３０年度当初予算額 増減率

一 般 会 計 ３８億８２００万円 ４６億８３００万円 △１７．１％

特
　
別
　
会
　
計

国 保 会 計 ５億７１１９万円 ５億７９３１万８千円 △１．４％

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 ６９０２万８千円 ７０３１万３千円 △１．８％

介護
保険
会計

保 険
事 業 勘 定

６億３９６３万１千円 ６億３２４１万５千円  １．１％

サ ー ビ ス
事 業 勘 定

１６４万１千円 １６８万６千円 △２．７％

簡 易 水 道 会 計 ３億３３１０万９千円 ４億１４７４万２千円 △１９．７％

集 落 排 水 会 計 １億７１４８万４千円 ２億１５１５万５千円 △２０．３％

病 院 会 計 ４億９３５４万８千円 ５億１１１１万１千円 △３．４％

合　　計 ６１億６１６３万１千円 ７１億７７４万円 △１３．３％

　第１回定例会で意見書１件を原案どおり可決し、関係省庁に提出しました。（内容省略）

●地方公務員法及び地方自治法の一部改正における会計年度任用職員の処遇改善と雇用安定に関する意見書

　提出先　内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣

意見書を提出しました

高田　一弥 議員

鈴木　祥司 議長

山崎　孝 議員 中山　俊勝 議員
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～聞いてみたい、こんなこと～

問　
厚
沢
部
町
の
人
口
は
昭
和
35
年

の
１
０
，
６
５
１
人
を
境
に
減
少

し
、
平
成
30
年
末
で
は
３
，
８
８

２
人
と
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
人
口
減
少
は
町
の
経
済

活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
人
口
減

少
、
地
域
経
済
の
縮
小
対
策
と
し

て
、
２
０
１
５
年
に
政
策
目
標
や

施
策
の
基
本
方
針
を
示
し
た
厚
沢

部
町
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

が
、
そ
の
効
果
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
以
下

の
６
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
人
口
減
少
社
会
へ
の
行
政
と
し

て
の
リ
ー
ド
の
仕
方
に
つ
い
て

②
人
口
減
少
に
よ
り
産
業
が
衰
退

し
、
政
策
資
源
が
充
足
し
な
く
な

る
懸
念
に
つ
い
て

③
生
産
年
齢
人
口
減
少
へ
の
対
応

策
に
つ
い
て

④
人
口
減
少
対
策
に
対
す
る
政
策

誘
導
に
つ
い
て

⑤
限
界
集
落
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
構
築
に
つ
い
て

⑥
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

の
検
証
結
果
に
つ
い
て

答
　

①
「
安
定
し
た
雇
用
と
地
域
経
済

の
好
循
環
の
実
現
」
、
「
移
住
定
住

に
関
す
る
希
望
の
実
現
」
、
「
若
い

世
代
の
結
婚
、
子
育
て
等
に
関
す

る
希
望
の
実
現
」
の
３
つ
を
目
標

に
定
め
て
将
来
の
方
向
性
に
基
づ

き
な
が
ら
、
時
代
に
合
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
計
画
的
、
一
体
的
、
継

続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
人
口
減

少
の
克
服
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
税
収
の
減
少
や
社
会
保
障
費
の

増
加
等
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
見
直
し
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
行

政
サ
ー
ビ
ス
は
日
常
生
活
の
基
盤

で
あ
り
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
的

に
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
、

選
択
と
集
中
を
も
っ
て
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

③
経
済
的
支
援
や
公
営
塾
、
認
定

こ
ど
も
園
の
整
備
等
、
子
育
て
環

境
整
備
を
実
施
し
、「
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
雇
用
機
会
の
創
出
、
住
宅
、
子

育
て
、
教
育
の
分
野
で
若
者
が
定

住
し
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
持
続
可
能
な
生
活
基
盤
や
社
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
は
住
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
あ
る
一
定

の
集
約
化
を
進
め
る
視
点
が
大
切

で
す
。
施
設
の
集
約
化
は
行
財
政

的
に
も
必
要
で
あ
り
、
小
学
校
に

つ
い
て
も
、
地
域
住
民
の
十
分
な

説
明
、
理
解
の
も
と
、
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は

大
変
重
要
で
あ
り
、
組
織
や
活
動

の
維
持
が
困
難
な
町
内
会
に
つ
い

て
は
範
囲
の
再
編
等
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
地
域
づ
く
り
は
地
域
住

民
が
主
体
と
な
る
こ
と
が
基
本
で

あ
り
、
住
民
に
よ
る
地
域
の
現
状

認
識
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
の
方

向
性
を
地
域
で
議
論
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

⑥
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て
「
安

定
し
た
雇
用
と
産
業
を
創
出
す

る
」
で
は
新
規
就
農
者
支
援
、
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
、
農
産

加
工
品
開
発
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
、
農
産
物
新
規
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
た
支
援
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
「
厚
沢
部
町
へ
の
新
し
い
人
の

流
れ
を
つ
く
る
」
で
は
、
移
住
体

験
住
宅
の
整
備
、
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
事
業
、
小
学
生
の
修
学
旅
行

誘
致
、
道
の
駅
再
編
整
備
、
空
き

家
の
利
活
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希

望
を
か
な
え
る
」
で
は
不
妊
治
療
・

学
校
給
食
費
・
医
療
費
助
成
、
出

産
祝
い
金
・
持
家
建
設
奨
励
金
支

給
、
公
営
塾
・
認
定
こ
ど
も
園
の

開
設
、
「
出
会
い
・
賑
わ
い
・
元

気
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
「
時
代
に
合
っ
た
厚
沢
部
町
を

つ
く
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

と
と
も
に
、
地
域
間
連
携
を
図
る
」

で
は
、
上
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・

総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
定

住
自
立
圏
域
形
成
協
定
事
業
や
管

内
７
町
連
携
に
よ
る
東
京
大
田
区

と
の
連
携
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

質　問　１

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

渋
　
田
　
町
　
長

山

崎

孝

議

員

山崎議員
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残
念
な
が
ら
人
口
減
少
が
続
い

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
平

成
31
年
ま
で
の
計
画
の
基
本
目
標

に
沿
っ
た
具
体
的
施
策
を
社
会
情

勢
や
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
第
２
期
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
へ
向
け

た
見
直
し
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
提
供
す
る
こ
と
は
私
達
の
第
一

義
的
責
任
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
９
年
間
の

義
務
教
育
に
ど
の
よ
う
な
教
育
環

境
を
用
意
す
る
べ
き
な
の
か
を
義

務
教
育
学
校
、
小
中
一
貫
教
育
等

を
し
っ
か
り
と
視
野
に
入
れ
、
迅

速
に
協
議
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進

展
は
地
域
の
公
共
交
通
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
お
り
、
高
齢
化
等

が
進
む
町
の
周
辺
部
に
お
け
る
、

地
域
住
民
の
足
の
確
保
は
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
新
た
な
公
共
交
通

網
の
整
備
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
中

で
、
住
民
の
交
通
手
段
の
確
保
は

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の
大
き
な
一
つ

の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
今
後
、

ま
す
ま
す
大
切
と
な
っ
て
い
く
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
生
活
維
持
路
線
バ
ス
の

運
行
に
対
す
る
補
助
や
、
高
齢
者

の
移
送
サ
ー
ビ
ス
、
通
園
・
通
学

バ
ス
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

現
状
の
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た

り
提
供
可
能
か
ど
う
か
、
常
に
財

政
状
況
を
考
慮
し
た
施
策
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
中
長
期

的
に
将
来
像
を
と
ら
え
た
場
合
に

は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

：

身
の
ま
わ
り
の
全
て
の
モ
ノ
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
仕
組

み
）
な
ど
の
人
材
不
足
を
補
う
最

新
技
術
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
急
速
に
情
報
技
術
が
進
歩
す
る

中
で
、
私
達
が
想
像
し
得
な
い
交

通
体
系
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
整
備

さ
れ
る
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、

時
代
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
地
域
住

民
の
交
通
手
段
の
確
保
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
認
定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中

学
校
、
公
営
塾
と
一
貫
し
た
教
育

環
境
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
小
学
校

の
統
合
に
つ
い
て
の
考
え
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

答　
子
ど
も
た
ち
の
能
力
や
可
能
性

の
開
発
・
発
展
に
お
け
る
機
会
は

そ
の
子
の
人
生
を
左
右
す
る
、
か

け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
子

供
た
ち
に
刺
激
を
与
え
る
、
能
力

を
開
花
さ
せ
る
、
よ
り
良
い
機
会

質　問　１

情
報
技
術
の
進
歩
に
遅
れ
ず
交
通

手
段
の
確
保
を
図
る

地
域
住
民
の
交
通
手
段
の
確
保

に
つ
い
て

渋
　
田
　
町
　
長

佐

々

木

宏

議

員

質問２

小
学
校
の
統
合
に

つ
い
て

佐々木議員

よ
り
良
い
教
育
環
境
を

提
供
す
る
た
め
協
議
検

討
し
た
い

鈴
木
教
育
長

４月に開園した認定こども園「はぜる」

まちの議会を傍聴してみませんか
町政はあなたのために次の定例会は６月です。

手続きは、議会事務局備え付けの傍聴者名簿に

住所・氏名を記入するだけです。

日程が決定次第、ホームページや庁舎に掲示してお知らせします。
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今
年
は
３
月
の
気
温
が
近
年
に
な

い
暖
か
さ
で
雪
ど
け
も
進
み
、
も
う

春
が
近
く
ま
で
来
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
が
、
４
月
に
入
る
と
一
変
し
て

冬
に
逆
も
ど
り
し
た
よ
う
な
天
候
に

な
り
ま
し
た
。

　
３
月
、
４
月
は
卒
業
式
、
入
学
式

と
、
子
供
た
ち
の
別
れ
や
出
会
い
が

多
い
季
節
に
な
り
、
特
に
中
学
生
の

卒
業
式
に
は
子
供
た
ち
が
夢
と
希
望

を
も
っ
て
卒
業
さ
れ
て
い
く
姿
を
見

て
、
一
緒
に
感
動
の
涙
を
流
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
の
入
学
式

は
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
な
が
ら
も
、
マ

イ
ペ
ー
ス
で
照
れ
な
が
ら
入
場
し
て

く
る
新
入
生
は
、
も
う
、
只
々
可
愛

く
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
大
き
な

拍
手
で
迎
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
５
月
か
ら
年
号
が
平
成

か
ら
令
和
に
代
わ
り
、
新
し
い
時
代

が
始
ま
り
ま
す
。
今
の
子
供
た
ち
が

素
晴
し
い
時
代
を
築
き
上
げ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
ま
）

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長
　
松
村
　
松
雄

　
　
副
委
員
長
　
只
野
　
　
勲

　
　
委
　
　
員
　
浜
塚
　
久
好

　
　
委
　
　
員
　
下
川
部
洋
伸

主 な 議 会 の う ご き
（１２月定例会後から３月定例会まで）

月日 主　　　　　　要　　　　　事　　　　　項

12
12

第８回議員協議会 ( 第１会議室 ) 議員、事務局出席

総務文教常任委員会（議員控室） 委員、議長、事務局出席

産業厚生常任委員会（第１会議室） 委員、事務局出席

21 厚沢部土地改良区懇親会（俄虫温泉） 議長出席

１

４ 厚沢部消防団出初式 ( 町民交流センター ) 議員出席

５ 厚沢部町成人式（町民交流センター） 議員出席

７ 新年交礼会（町民交流センター） 議員、事務局長出席

11 議会広報編集特別委員会（議員控室） 委員、事務局出席

18 檜山町村議会議長会定例議長会（江差町役場） 議長、事務局長出席

21 議会広報編集特別委員会（議員控室） 委員、事務局出席

23 議会報告会（館地域振興センター） 議員、事務局出席

24 議会報告会（鶉地区研修センター） 議員、事務局出席

25 議会報告会（町民交流センター） 議員、事務局出席

２

２ 函館厚沢部会新年懇親会（函館市） 副議長、山崎議員、下川部議員出席

４ 議会広報編集特別委員会（議員控室） 委員、事務局出席

６ 檜山管内議会議員研修会出席（せたな町民ふれあいプラザ） 議員、事務局出席

13

議会運営委員会（第１会議室） 委員、正副議長、事務局出席

第１回町議会臨時会招集（議場） 議員、事務局主席

第１回議員協議会 ( 第１会議室 ) 議員、事務局出席

25 北海道町村議会議長会７０周年記念式典（札幌市） 議長、事務局長出席

28 議会運営委員会（議員控室） 委員、正副議長、事務局出席

３
１ 議会広報編集特別委員会（議員控室） 委員、事務局出席

６ 第１回町議会定例会招集（議場） 議員、事務局出席

議会のホームページをご覧ください！

厚沢部町ホームページアドレス　Http://www.town.assabu.lg.jp　→「厚沢部町議会」へ！！

厚沢部町のホームページから移動するか、「厚沢部町議会」で検索してください。

議会の日程や会議録等の議会情報をお知らせしています。

8


